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:Part 1 Outline of Building and Observed Data 

FUGO Yoshiyuki, TAMURA Tetsuro, NAKAMURA Osamu, 
SATO Daiki, SUZUKI Hayato, KASAI Kazuhiko

KITAMURA Haruyuki
 

観測記録に基づく超高層免震建物の風応答評価 

その 1 観測概要および建物頂部における風の特性 

  
 
1. はじめに 
近年，超高層建物にも免震構造が採用される事が多くなり，

風揺れに対する居住性の評価が重要となる一方，風応答観測の

報告は，依然として少ない。東京工業大学すずかけ台キャンパ

ス（横浜市緑区）内の扁平な平面形を有する超高層免震建物

（以下，J2 棟）では複数層における応答加速度，免震層変位お
よび建物頂部の風向風速が観測されている。2006 年 3 月の強風
時の観測記録において，捩れ振動が併進振動と同等のレベルと

なり 1)，免震建物の各振動モードにおける応答特性を明らかに

することの重要性が示された。本報では、これまでの観測デー

タのうち，比較的大きい応答を記録した二つの台風時のデータ

（2007 年 10 月 27 日台風 20号，T0720，図 1(a)と 2011 年 9
月 21 日台風 15 号，T1115，図 1(b)）を対象に，非線形挙動
も含めて詳細に分析した結果を報告する。本報その 1では，
建物・計測概要および建物頂部における風観測記録の特性に

ついて述べる。 
2. 建物および計測の概要 

J2棟（図 2）の免震装置は直径 1100～1200mmの天然ゴム
系の積層ゴム支床と免震用オイルダンパーおよび鋼製ダンパ

ーで構成されている 3)。J2 棟の北西には 2011 年 3 月頃から
同規模の免震建物 J3 棟の建設が開始されており（図 2(b)），
鉄骨建方と並行して J2 棟への接続も行われる。T1115 接近
の際は 16～17階付近の鉄骨建方が進行中であった。 

図 3 に各計測器の設置位置を示す 4)。加速度計は本報で使

用するものだけを記載した。加速度計・変位計はそれぞれ

40Hz のアナログフィルタを介して 100Hz で収録されている。
加速度計・変位計と風速計は独立したシステムとなっている

が，各々LAN を経由してタイムサーバーを定期的に参照す
ることで計測時刻を同期している。屋上における風観測は設

置する建物自身の影響を受けにくい位置で行う事が望ましい。

後述する横浜地方気象台においては風向 N および SW の頻

度が比較的高く，その風向を精度良く測定するため，J2 棟
においては南北の角に風速計を設置している。風速計の設置

高さはパラペット頂部から 3～5m 高い位置である。風速デ
ータは 3秒ごとに平均し瞬間風速として記録する。風向は正
16 方位で記録する。加速度計，変位計および風向風速デー
タは 10分毎に統計処理する。 
3. 観測結果 

J2棟屋上における 2010年 2月～2011年 1月の風向出現頻
度を図 4 に示す。風向・風速は，南北 2 か所の風速計で 10
分毎に平均風速を比較し，その値が大きい方を用いた。風向

別の乱れ強さを図 5に示す。建築物荷重指針における地表面
粗度区分ⅢとⅣの地上 97m の乱れ強さを，同図に併記した。
J2 棟屋上での風向風速記録は J2 棟自体及び近傍の障害物に
直接に影響を受けている可能性があり，これらを検討するた

めに最寄りの風観測記録と比較する。対象としたのは表 1に

風観測 超高層免震建物 長期観測 
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図 3 計測器設置位置 
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図 1 台風の経路 2) 図 4 J2棟屋上における風向頻度 

図 5 風向別乱れ強さ 
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図 2 J2棟の外観（北西より望む） 
(a) 2007年 10月撮影 (b) 2011年 9月撮影 
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示す 4 箇所（以下，基準点）である。各基準点と J2 棟の距
離を表 1に示す。各基準点に対する風向別風速比を図 6に示
す。各基準点は周辺を地表面粗度区分Ⅲと仮定し地上 97m
相当の風速に換算した。換算の際，標高は考慮していない。

乱れ強さは，風向 ESE，SE，SSE 以外の風向では地表面粗
度区分はⅢまたはⅣに相当する値を示している。上記の 3風
向は風向頻度が低く精度が悪いと考えられる。風向別風速比

は，風向 W から NNW にかけて，基準点によって 1.0～2.0
の幅があるが，比較的大きな風速比を示した。その他の風向

においては各基準点と良好な対応を示しており，J2 棟屋上
の風速は接近流に対して大きく歪められたものではないと考

えられる。 
次に T0720 および T1115 の観測記録について述べる。J2
棟屋上と横浜地方気象台の観測記録を併記して図 7に示す。
T0720 は台風の中心が J2 棟および横浜地方気象台の南側を
通過しており 1日を通じて安定した北よりの風を観測した。
T1115 は台風の中心が J2 棟および横浜地方気象台の近くを
通過している事もあり 11 時～12 時の前後で北よりの風から
南よりの風に変化した。また 12 時以降で風速が増し，J2 棟
では最大平均風速 27.6(m/s)を観測した。この風速は J2 棟に
おける全観測期間（2006 年 3 月～2012 年 3 月）中で最大で
ある。両台風時の横浜地方気象台の最大平均風速はそれぞれ

11.7(m/s)，18.3(m/s)である。横浜地方気象台における 1991
年 6 月～2011 年 5 月（観測データは 1 時間ごとのデータ）
の 20 年間の日最大平均風速を対象として求めたグンベルパ
ラメータを用いて，風速と再現期間を求めた（図 8）。T0720

時の横浜地方気象台における風速の再現期間は 1年に満たな
い。T1115時の再現期間は 6～7年程度であったが，T1115の
気象データは 10 分間ごとのデータのため，日最大風速は 1
時間ごとのデータの場合に対してやや大きめとなり，再現期

間をやや長めに評価している可能性がある。 
4. まとめ 

1)J2 棟屋上では地表面粗度区分ⅢまたはⅣに相当する乱れ
強さを観測した。2)J2棟屋上の風向別風速比は横浜市の 4ヶ
所の基準点と良好な対応を示した。3)横浜地方気象台におけ
る風速の再現期間は，T0720は 1年に満たず，T1115は 6～7
年程度であった。 
参考文献，謝辞は本報その 3にまとめて示す。 
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表 1 J2棟からの距離 

図 8 横浜地方気象台に 
おける再現期間と風速の関係
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